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　今回のくろゆり通信では、6月２９日(火)に行われた「三六災害に学ぶ会　来年は三六災害から50年です」
の様子と、施工中の工事、完了した工事をご紹介させていただきます
　 その他の工事も村内各地において早期完成を目指し、安全に工事を進めています
    工事期間中は、ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願い致します

　先日、小渋川砂防出張所管内の「入谷地すべりＧ２ブロック対策工事」において
死亡事故が発生しました
　村民の皆様には、大変ご迷惑とご心配をお掛けしました
亡くなられたお二人のご冥福をお祈りし、残されたご家族の皆様へお悔やみ申し上げます
　また、入院されている方が、一日も早く回復されることを願ってやみません
　今後も事故の再発防止に向け、安全管理を指導徹底してまいります
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小渋川砂防出張所長　竹内　寛幸
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工事名：平成21年度　天竜川水系入谷地すべりG1ブロック対策工事
工期：平成21年8月14日～平成22年6月30日

  関係各位のご協力の下、昨年８月より施工を進めてきた本工事が６月３０日に無事完成しました
１０ヶ月という長い期間の工事ではありましたが、地域の皆様のご協力とご理解により工事を無事
完成することできました　　ありがとうございました

完成現場

三六災害に学ぶ会～来年は三六災害から５０年です」
　６月２９日、大西公園及び当時の被災箇所にて「三六災害に学ぶ会～来年は三六災害から５０年です～」
が開催されました（主催：大鹿村・国土交通省天竜川上流河川事務所）
　昭和３６年６月の梅雨前線による「三六災害」では、伊那谷に未曾有の大災害をもたらし、特に大鹿村で
は村内各所で土砂災害、土石流等が発生し、５５名の尊い命が失われました
　来年、災害発生から５０年の節目の年を迎えるに当たり、一年前となるこの日に今一度、三六災害を振り
返り地域の皆様と共に、今後の防災対策について考える契機とするため開催されました

 勝間田建設株式会社

現場代理人　野間　聡

監理技術者　大蔵　廣光

工事名：平成21年度　天竜川水系大河原橋梁上部工事
工期：平成2２年１月1５日～平成22年１１月２２日

  橋桁の工場製作が完了し、６月にクレーンにて架ける作業を行いました
１０月１５日の開通の予定ですが、１日でも早くかつ安全に作業を進めて参ります
住民の方々にはご迷惑をお掛けしておりますが、ご理解･ご協力のほどお願いします

 株式会社  ヤマウラ

現場代理人・監理技術者　須山　享

架設完了

途中、雨も降ってきましたが約
80人の方に出席頂きました

  「殉難の碑」前での焼香の様子


